
離岸流（りがんりゅう）

保護者の皆様へ

北海道では、過去５年に４３名の方々が遊泳中に事故に遭っており、
その約６割が２０歳未満の子供たちです。
海には「危険な流れ（離岸流）」や「深み」など、目で確認すること

が出来ない危険があります。海水浴など、海辺で活動する場合はお子様
から目を離さず、万が一に備えて監視員やライフセイバーが常駐する
「海水浴場」を利用し、安全に十分配慮してください。

海で安全に楽しむために

※海水を着色した状態

●遊泳は、海水浴場を利用すること
海水浴場以外では…
・監視・救助体制が整っていない。
・水上オートバイ、ボートなどが航行している。

●風や波が強いときや、体調が悪いときは海に入らない！

中・高生の保護者の皆様へ

お子様が友人同士で海水浴へ出掛ける場合などには、保護者の方から
以下の指導をお願いします。

海岸

海水浴場の開設情報は、北海道庁ホームページにて公開されています。

遊泳中の事故割合
（北海道内、年代別）

沖合

遊泳中の事故割合
（北海道内、場所別）

海水浴場
7%30代以上

25%

20代
12%

●海の安全情報はこちら

海上保安庁ウォーターセーフティガイド
海水浴場情報

●海水浴場一覧はこちら

危機対策課・スポーツ振興課

海上保安庁 ・北海道


